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点 灯 管 に つ い て

On the Glow Switch Type Starters for Fluorescent Lamps

中 村 純之助* 山 本 博 雄**

内 容 梗 概

最近ラビッドスタート方式が出現して,蛍光放電管点灯方式の普及分野に一変草が予想される情勢に

ある｡しかし古典的な方法とも考えられる点灯管方式も経済性そのほかの見地からここ当分は独自の地

位を保つものと考えられる｡広く親しまれてきた点灯管ではあるれ その諸特性については公表された

データがきわめて少い｡この点を補う意味で,点灯管の動作過程,動作におよばす電圧.周囲温度,並

列コンデンサの影響,過渡電圧,寿命などについて比較的詳細な解説を行い,また仁発達の歴史的経過,

構造についても若干ふれた｡

〔Ⅰ〕緒 言

蛍光放電管の起動装置にi･ま引紐開閉器,押釦開閉器な

どによる手動式, 磁開閉景引こよる電磁式,加熱素子と

バイメタルによるサーマルスタータ式,グロー放電とバ

イメタルを利用した点灯管方式,共振回路による方式,

高電圧漏洩変圧器をもちいた瞬時点灯方式,および本誌

のほかの欄で詳細が解説されているラビッドスタート方

式などがある.｡これらの小で今日までもつとも晋及して

きたのほ点灯管方式であり,前記ラビッドスタート方式

の椚現によって,従来確保してきた市場の一部を侵蝕さ

れ,前途は楽観をゆるさぬ惜 下にあるとはいえ,あつさ

り捨てがたい利点もあるので,ここ当分は独自の地位を

維持するものと考えられる｡蛍光放電管および安定器に

ついてほすでに発表された文献質料も豊富であるが,点

打管についてほ,これを総合的に取扱った参考 料がき

わめて少いので,筆者らは使用上直面する種々の問題,

たとえば動作機能,過渡電圧,寿命などについて40W■

蛍光放電管用の点灯管を主対象とし,ここにその大要を

紹介することとした｡

〔ⅠⅠ〕

点灯管ほ米

革

ウエスチングハウス社のブルームフィル

ド工場で休暇実習中の学生 E.C.Dench氏(1)が同社按

遁臭
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第1図(a)E.C.Dench氏発 明 の点灯管

Fig･1,(a)Glow Switch Type Starter for

Fluorescent LampInvented by Mr.E.C.

Dench(4)(U.S.A,)
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備貝の指導援助をえて,原型とも称すべきものの製作に

成功し,以後種々の工夫改善がくわえられて(2)(3)今日に

およんでいる､蛍光放電管が 準晶として市場にでたの

は西歴1938年4月であり,これを迫って発明された点

灯管の特許申請が米国において行われたのほ同年11月(4)

のことである｡第1図(a)ほ同氏考案のものの構造.ま

た第】図(b)は電極構造が単純化された最近の製品の1

例をしめす-,英国においてもほぼ同じ頃ブリチシュート

ムソソーハウストン杜のW.J.Scott氏(5)は策2図(a)

にしめす同一動作原理のものを 案しているが,これは

ほじめ第2図(b)のように過電圧による電圧計の焼損防

止を主眼として発明され後用途が放電管起動用に拡張さ

れた模様である｡点灯管が蛍光灯の寿命末期に反復動作

するのほ‡勘こ気障りであるばかりでなく,点灯管の寿命

を縮め,安定器を過熱するなどの悪影響をともなう｡こ

れを防ぐためロックアウト装置を付したものが考案さ

れ(6-,主として米 内で普及している｡また2個の蛍光

放電管をただ1偶の点灯管で点灯する目的で作られた電

極2組を内蔵する復点灯管も海外市場にはすでに現われ

た模様である(7-=.主体をなす電極の構造については前記

のようにバイメタルをもちいたもののほかに線膨脹係数

のことなる金.属を利用したものもあるが(8),基本動作原

理は類似し,前者がバイメタル自由端の伸肺を電路の開

閉に利用するのにたいして後者ほ熱膨脹による金属片の

ガラス管

第1国(b)最近の点灯管構造の一例

Fig.1.(b)An Example of Construction

Of Recent Glow Switch Type Starter
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伸縮を利用するだけの相違にすぎない｡蛍光放電管の起

動装置としてはまず手動式,ついで 磁式のもの,さらに

サーマルスタータとつぎつぎにことなる方式が開発さ

れ,これに続いて点灯管が実用化されたのであるが,

灯管が一旦

き勢で普及発

場に姿を現わすや特殊用途をのぞき驚く

点

ベ

し,前者をほとんど駆逐して一時は独走

の観があった｡これには種々の原因があるがその主要な

ものとして,(1)低廉な価格(2)蛍光放電管点灯中損

失をともなわぬ(3)再動作が迅速に行われる(4)形状

が小型で構造が簡単である(5)ガス圧を変化し電極塗

布材料を適当にえらぶことによって使用電圧を比 的簡

単に変更できる(6)チョークコイルと組合せた場合点

灯装置全体として安価に製作できるなどの諸点をあげる

ことができよう｡ほかの製品の場合も同様であるが,機

器の性能に対する一般の柴 は,知識の向上,生庵燭堀

の変化,理論,材料および技術の進歩とともに向上するも

のであるが,蛍光灯点灯装置においてもその例にもれず,

従来の点灯管方式は(1)起動時問が長く均一性がない

(2)点灯管カ 出Hいヾ L
L
一触 品である(3)蛍光放電管の寿命末

期および起動時に反復動作して気障りである(4)はた

して蛍光放電管の故障か点灯管の故障か故障の判別が困

難であるなどの欠点が次第に指摘されるに至りこれにか

わるスリムラインランプによる瞬点方式あるいはトリガ

ー起動方式などの新しい点灯方式がつぎつぎiこ現われて

きたが,いずれも経済的にほ点灯管方式に若干劣り大勢

を左右するまでにほ至らなかった｡近年もつとも新しく

開発されたラビッドスタート方式は点灯管方式の欠点の

はとんどすべてを取除いただけでなく,低電圧点灯能力

にまさり,調光が容易であるなど秀でた特長を有し,劇

場照明およひここれに 似の分野は勿論,一般用としても

次第に需要を増し点灯管方式に取ってかわらんとする形

勢にあることほ 実である｡しかし当初価格が安いとい

った最大の特長が依然魅力となり,少なくともここ数年
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第2国 W.J.Scott 氏考案のノミイメタル電棒放電

管(a)およびその応用回路(b)
Fig.2.Glow Switch(a)Invented by Mr.W.J.

Scott(England)andits Applied Circuit(b)
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ほ点灯管方式も市場に有力な地位を保つものと考えられ

る.､

〔ⅠⅠⅠ〕構 造

第1図(b)は非対称電極点灯管の･一例を示したもので

ある.｡棒電極ほインバー線,ニッケル線の斯で作られ外

径約0.6mm,バイメタル電極としては低況川-Jのバイメタ

ル,たとえばNi■Mn-Fe合金とNi-Fe合金を組合せ

たものがもちいられ,厚み0.2へノ0.3mm,幅2～3mmの

ものが普通用途には使用されている｡電離性ガスとして

アルゴンが管内に封入されるが,圧力ほ動作電圧が規格

に適合するように適当な値がえらばれる.｡放電開始電圧

ほ,たとえ放電間隙が一定であっても,電子放旧を容易に

する目的で電極上に塗布する覇布材によっていちじるし

く左右されるが,第3図はこれらの関係の--･例をしめす

曲線である｡導入緑と棒電極と の一 接部はステム上面よ

り加工上ゆるされる限りガラス側に食い込んで位置せし

め,棒電極がバイメタルの抑圧を受けて屈曲するのを防

せぐ｡バイメタル固定端は導入線と熔接したニッケルま

たはインバー線の類でできた停電極と中心部を数粍重ね

合せて熔接される.1蛍光放電管の予熱電流は接点部で開

閉されるが,バイメタルに若干凸郡を設けて基体金属を

そのまま接点部とすることもあり,タングステンのよう

な接点に好適な金属を溶
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第3同 封入アルゴン圧と放電開始電圧との関係

(接点間際≡0.5m】n)
Fig.3.Relation between BreakdownVoltage

(Ⅴ)and ArGasPressure(mmHg)(Contaet

Gap≡0.5mm)

J汐
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材質設計が適当であれば前者の場合でも 長の当柏

期待することができる｡接点間隙,バイメタ ルの一

どはバイメタルの温度特性,放電開始電圧,回路

命をさな

断に

十ミリアンペアの放電電流が流れ点灯管の 極は加熱さ

当りバイメタルに働く機械的力,開閉速度などの見地か

ら適当な値がえらばれるが,間隙は普通 0.5～1･0Inm,

バイメタルの有効 は約10～15mmである｡このまま

の状態では放電開始電圧が明暗の影響適うけ,暗所にお

いては10V以上も放電開始電圧が高くなるので,これが

対策としてステム上面にアルミそのほか 当な導電性物

質が塗和されている(9)(10)っ この程塗膜は点灯管製作過

程において電極間に印加さるる電圧のため流れる電流に

よって細かく溶断し高抵抗導電皮膜となり,両電極によ

る主放電路に対して並列分路を構成し,放電開貯釦Eの

一定値維持に寄与する｡以上が本体であるが401V蛍光

放電管用の点灯管においてはラジオ妨胃軽減用のコンデ

ンサが両電極と並列に按紋され,これらを一纏めとして

小型の旋の中に収められる｡電極の構造にほ以上の外に

も両電極ともバイメタルをもちいたもの,葛巻型バイ

メタルと棒電極をもちいたもの,あるいは拍二流川として

第4図のようにバイメタル2個を組合せた考 (11)も差)

り,前記明暗による影響の防止については放射性物暦の

適最を利用することも考えられている｡

〔ⅠⅤ〕動 作 原 軍聖

もつとも一般的な弟5図に示した回路についてその動

作原理を略述する｡電線開閉器が閉じればチョークコイ

ル(エ),蛍光放電管の電梅(′)を経て点灯管にはグロー

放電を起すに十分な値の電圧が加わるっ これによって数

ノ打メタル
電慮

第4岡 直 流 用 点 灯 管 電 極 例

Fig.4.AnExampleofElectrodeAssembly

of Glow Switch Type Starter for D.C.

Operation

れバイメタル側の電極は白由端がのびて他方の電極に接

触する｡一旦両極が接触すれば,グロー放電は止み(エー′

-GⅦ′)回路にほ,回路のインビーガンスによって制限

される比較的大きな電流一過称予熱電流-が流れ蛍光放

電管のフィラメント(′)ほ加熱され,温 の上昇とと

もに抵抗値も増大し,ついにフィラメント両端の電圧降

下が水銀蒸気の 離電圧以上となって局 放部 す始閑を

るi･こ至る｡かかる状態となれば,敏光放電管両電極間の

インビーガンスは低下し比較的低い起動電圧によって放

電を開始しうる態勢となる｡一且接触Lた両電極ほグロ

ー放電の終息とともに冷却過程に入り,バイメタル自由

端は原位置に復帰するため両電極は離脱する｡この際生

ずる電流の時間による変化を一霊…-で表わせばインダクタ
ソス(エ)なるチョークコイルの両端にほ一上意-なる電圧が誘起し,この電圧は電源電圧とともに蛍光放電管の

両竃庵問に印力‖され,すでに局部放電によって前記のよ

うに全面放電iこ移行すむ準備の整った敢光放電管は点灯

するわけである｡一旦射光放電管が点灯すれば点灯■いの

管端電ほほ電源電鷹に比し相当低いので,これと並列状

態にある点灯管は放電せザ休止状態を続ける｡点灯管の

電稼が離れて過渡電圧が発r~とした際に蛍光放電管のフィ

ラメントの予熱が不十分であったり,過渡電圧の値また

は勢力が不十分のため点灯に失政すれば,点灯管両電極

間にほただちにグロー放電がふたたび生じて,起動動作

を反復することになる｡舞6囲および第7図は動作過程

を示すオシログラムであり,電流位相は見やすいように

反転して示してある｡第てる図はただ1回の過渡電圧の発

生により点灯成功した代 的な場合をしめし舞7図上部

ほ起動失政の例また下部も同様起動失敗の例であり,電

管が十分開 しグロー放電が再発しているが,頃光放電

管は片方のフィラメソトが電丁放H-i不十分の状態にある

第5回 点灯管 を も ち い る 点灯 回 路

Fig.5.Circuit Diagram of Glow-Switch Type

Starter,Ballast and Lamp
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第7図 点灯管動作過程図一接点開放せるも起動に

失敗した例

Fig･7.Oscillogram Showing Starting Process

OfGlowSwitchTypeStarter(ContactOpened
but Failedin Starting)

ため異常状態にあることを示している｡

(l)放電電流および管喘電圧

グロー放電中に点灯管を流れる放電電流ならびに点灯

管の管端電圧は前に例示したような非対称電極の場合に

ほ正負各半サイクルの波形がことなる｡すなわちバイメ

タル側が負極,棒状電極側が正極の場合の電流は極性が

これと反対の場合に比して相当大きく,放電中の管端電

圧もこれに対応して変動し,かつ放電の開始,終息郡に多

少のリップルを含む｡また放電電流は電極の近接ととも

に漸増レミイメタル接点がまさiこ他方の電極に接着せ′1ノ

とする際の電流は時として相当大きな倍数百mAに達す

る｡葬る図はこの問の状態を示すオシログラムである｡

(2)動作頻度

点灯管の動作頻度ほ電圧の影響をうけ,一般的な傲向

ほ低電圧において若干低下し,また定格電圧より相当高

圧の場合にも同じく低下する｡前者ほ放電電流の減

少のため,電極の加熱に長時間を要するのが主要原因で

あり･後者は過大電流により電極が過熱し両電磁の離脱

温度まで再び低下するのに長時間を要するのが主要原因

である｡しかし変化はいずれもきわめて不規則である｡

動作頻度はまた並列コンデンサの影響を受ける｡並列コ

ンデンサの容量が増大すれば,電極閉路時に発生をさけ

られない接点郡の溶着がはなはだしくなり,電極離脱に

十分な力が電極間に働くまでバイメタルが冷却して始め

て接点部は開放されるためこの間の時間が長くなり動作
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第6図 点 灯 管 動 作 過 程 図

Fig.6.OscillogramShowing Star-

ting Process of Glow Switch

Type Starter

-
∴
･

-
､･-

∴ ∴-､､ ∴ ∴･

電源電圧(γ)

第8図 点灯管動作頻度と電源電圧の関係
Fig･8･Relation between Voltage and Number

OfStartingOperationsofGlowSwitchType

Starterin30Seconds

度ほ減少する｡JISをこ定められている容量0.006～0.01

一"F程度でほ大したこともないが0･5/∠Fともなれば多く
の場合ほとんどただ一回の動作ではなほだしく溶着し,

容易に電極の離脱が行われなくなる｡弟8図ほ動作頻度

(30秒間における)と電圧との関係,また弟9図は動作

頻度と並列コンデンサ容量との大体の関係を示したもの

である｡さらに第】0図は電源 圧を一定とし,点灯管の

並列コンデンサ容量を程々変化して第5図の遮相点灯回

路による場合の点灯までの経過を検討したオシログラム

であるが,コンデンサ容量による動作頻度の変化を示す

一例である｡

(3)バイメタル電極の温度および伸縮

策】図(b)のように一端を固定したU字型バイメタル

の自由端の変位ほ下式で与えられるが,

′=
茸r乙2

2.5.10,000

変位nm r:温度差OC エ:

タル長さnm 5:バイメタル厚さ

‥常数(材質によってことなる)

点灯管バイメタル電極の伸縮も上式によってきまる｡動

作時の電極温度についてほ150～2500cと紹介した文献

もあるが(12),市販点灯管の電極とステム部分のみを恒

温槽中に入れ,種々周囲温度を変化し電極が接着する点

を求めてみた結果,接点間隙0.8Inmに対して15げC,
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第9図 並列 コ ン デンサ容量の変化によ る動作過程の変化

Fig.9. Fluorescent Lamp Starting Process Affected by Parallel･

Connected Condenserin Glow Switch Type Starter
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第10図 並列コソデンサ容量と動作頻度の関係

Fig.10.Relation between Capacity ofParallel-

Connected Condenser and Number of Start･

ing Operationin30Seconds

1.5mmに対して2808c となり,これとほぼ一致する｡

もちろん電極の形状,材質,通電時間などによって若干

の相違はあろうが,150～250ロC といった値はまず妥当

と考えて支障ないであろう｡.

(4)電極閉路所要時間

点灯管の両電極ほ一旦電圧が印加された後できるだけ

迅速に接触することが蛍光放電管の起動時間を短くする

ために必要である｡これには電極の構造面でバイメタル

を敏感とし熱容量および接点間隙を小さくし,バイメタ

ル表面の電流密度を大きくすることが必要である｡バイ

メタルを敏感にするには,(1)式からわかるように,

みをうすくし,長いものをもちいなければならぬが,

の条件を満足しようとすれば,接点離脱時の力が弱く

なり,溶着を起しやすくなるので,折衷点をえらぷこと

が必要になる｡また電流密度を大にするため高いガス圧

と,異常グローの領域が放電に利用されることになる｡

舞11図は実際のデータを示す曲線弟】2図はオシログラ

ムであるが,固からわかるように,電極閉路所要時間は

電源電圧によって相当変動する｡
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第11図 点灯管の電極動rF時間と電源電圧との関係

Fig.11.Relation between(A)Source Voltage

and Time Necessary to Close Contacts(B)
SoureeVoltage and HoldingTime of Contacts

Of Glow Switeh Type Starter

(5)点灯所要時間

過渡電圧が波高値,継続時間ともに十分の場合には,

蛍光放電管の点灯所要時間は点灯管の閉路所要時間と閉

路時間の和となるわけであるが,閉路 間は過去の動作

経歴,電極溶着の程度などに左右され,過渡電圧も後に

のべるように程々の条件iこよって波高値はもとより勢力

をことにするため,点灯所要時間も点灯の都度かなりの

相違を免れない｡設計の適当な,点灯管が,普通の条件

■Fにおいて通常性能の蛍光放電管点灯に要する時間ほ普

通約5秒以下であるが,寿命末期またほ,対象となる蛍

光放電管の起動特性,周囲条件など不良の場合にほこの

他は相当の変動をまぬがれない｡

舞12図は 0.006一"F の並列コンデンサを有する点灯管

の動作と電源電圧との関係を点灯管電極間 圧によって

示したオシログラムである｡図中,波形の左端にて電源

スイッチ投入,中心線の黒線部分が点灯管 両 極が接触

している区間,電圧波形のでている部分が電極離脱区間



日

を示す｡

(る)点灯所要時間と周囲温度および電圧の関係

点灯管を恒温槽中に入れ,また蛍光放電管は槽外をこ置

き,第5図の連相回路によって点灯所要時間を測定した

潜果を弟13図に示した｡試験適期ほ点灯約2秒,消灯3

分とし蛍光放電管より 25mmの距離に幅100mmの接

地金属条片をほぼ放電管の全長にわたり配置し,供試点

灯管はあらかじめ2時間以上該当する温度に保持して

後,各種電圧に対する測定を行ったものである｡点灯に

関係するほかの要 たとえば過渡電圧,予熱時間のよう

なものの影響が大きいため現象の実態把凝は仲々困難で

あるが,結果を要約すれば次のようになる｡

(A) 低温特性

00c～-200cの低温における点灯所要時間ほ20LつC の

場合に比較し若干増大する傾向にあるが,その差ほおお

むね数秒以下であり,電瀾の構造によってことなる′｡

(B)高温特性

20つC～60口Cの点灯所要時間を穐々の電極構 について

検討したが,変動はきわめて少く,ほなほだしいもので

も数秒以内にとどまる､

(C)電圧の影響

電虻の低下とともに起動時間ほ若干長くなり,その割

合ほ温度の低~~Fとともに増大する.｡定格電圧より相当高

い場合も基本的傾向ほほぼ類似するが,溶着程度の増大

その他が影響してデータはきわめて不規則となる｡

(7)放電開始電圧と動作電圧

点灯管の両電極に加える電圧をじよじよに上げて行け

ほ,ついに電極の--▲部にグロー放電が発生するが,バイ

メタル電極の自由端が延伸して他方の電極と接触するに

ほ,さらに電圧を2～5V高くし,ほぼ電極全面が陰光

空で蔽われるようiこすることが必要である｡放 開始電

.正に対する明暗の影響およぴこれに対する対策について

は前に記したが,この種放電管においてはゆるがせにで

きない重要事である｡

〔Ⅴ〕過 渡 電 圧

点灯管の両電極が離れた際に生ずる過渡電圧の波形は

電極の構造,そのときの回路条件によって若干ことなる

が,棒電極とバイメタル電梅とを対向させた第1図(♭)

に示す構造のラジオ障害軽減用並列コンデンサ(0.006

′∠F)を付した40W蛍光放電管用点灯管の場合の一例を

第】4図に示した｡本国の場合は水平軸より上部はバイメ

タルが正,棒電極が魚の場合のものであり,高周波部分

と従蹴する低周波部分とよりなり,波高値は普通性能乃

至優良品において400～1,500Vと広範囲に変動し,継続

時問ほ数ms以下である｡水平軸より下方ほバイメタル

が負,棒電極が正の場合の波形を示し高周波部ほ少なく

波高値は前者の約50～80%,継続時問もきわめて短い｡

本来からいえば,棒電極負,バイメタル正の極性状態に

おいて電流変動が最大となるように点灯管の

が路回し

櫨が離脱

されれば理想的であるが,上記いずれの趨

性において,またいかなる電流値において電極が離れる

かはまったく偶発的なもので外部的に制御できない｡多

くの場合波高債,継続時問ともに大きな,勢力的にまさ

るバイメタル正,棒電極負の場合の過渡電圧によって蛍

光放電管ほ点灯するが,数回起動動作をこ失敗し電魔の予

熱,電極近傍の電離そのほかの放電開始条件がきわめて

良好な場合およぴこれに准ずる良条件下においてほ反対

の極性の場合の過渡電圧によって点灯する場合もある｡

電極が接触してから最初に離れるまでの時間が短く,

蛍光放電管の電極の加熱が十分行われない状態で過渡

圧が印加されれば,多くの場合点灯に失敗するが,蛍光

放電管電極の活性物質ほこれによって壊散し短 命 とな

り,管端早期黒化発生の一席｣月となる｡過渡電圧値が不
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第13図 点灯管の温度,電圧と蛍光放電管起動

時間の関係
Fig.13.Relation between Starting-time of

Fluorescent Lamp and Temperature and

Voltage of Glow Switch Type Starter

十分でかつ動作頻度が高く,蛍光放電管の電極が電子放

出に好適の温度に到達する前に反復動作して点灯する場

合についても同様のことがいえる｡過渡電圧の波形は上

に例示したもののほかにも 断時の電圧電流の位相,回

路条件,コンデンサ容量,電極構
,動作状態,管内ガ

スの状態などに支配されて,程々雑多なものがあるが,

その数例を第15図に示した｡同園ほいずれも 0■006一亡くF

,並列コンデンサ付の場合である｡

弟15図(a)は弟14図にはぼ類似し電源電圧が高い場

合にえられた波形,(♭)は老朽点灯管の場合で断続時間

の長い不規則な高周波郡が先行し電塩離脱時の電極の動

作およびこれにともなう放電が不規則なことを表わし,

(c)ほ続発する過渡電圧を数回同一フイルム上に撮影し

たものであるが,波高値その他が動作の郡 変動する

子がうかがえる｡上記いずれも水平軸より上部は棒電極

負,バイメタ 極正の場合,水平軸より下部はこれと

極性反対の場合の波形である｡

(1)過渡電圧におよぽす並列コンデンサの影響

蛍光放電管電極の予熱,点灯管竃極の溶着そのほかの

条件が蛍光放電管の起動時間乃 点灯能力におよぼす

響が大きいだけでなく,またこれらの各条件が定量的に

催析園児な相互関係を有するため,過渡電圧におよぼす

点灯管電極に並列に接続されたコンデンサの影響の量的

解析も困難である｡抽象的ではあるが,並列コンデンサ

の容遣増大によって,点灯管電機接触時の溶着ほ増し,

離脱までに経過する時間ほ長くなり,これにつれて電磁

離脱速度も若干

考えられるのに対して,

過渡電圧に対するプラス面が

渡電圧勢力の一部はコンデン

サ充電のため,吸収されるといったマイナスの而もあり,

これらを綜合してJIS規格に定められている実用

(0･006～0･01一〃F)のコンデンサの併用は過渡電圧値を若

しヽ

第14図 点灯管過渡電圧波形

Fig.14.An Example of Transient

Of Glow Switch Type Starter

の
一例

Vo比age

(α)

(C)

第15周 過 渡 電 圧 液 形 の 数 例

Fig･15.Few ExampIes of Transient Voltage

Wave Shapes

干軽減または助長し上限に近ずくに従って過渡電圧の継

続時間を若干長くし,結

幾分助

灯管の点灯能力を

するものと考えられる｡舞】る図は並列コンデ

ンサの容量を0.3/∠F とした場合の過渡電圧(バイメタル

正,棒電極f~l)の一例を示したものであり,弟】4図と

対比すれば様漸のいちじるし変化がわかる｡

(2)過渡電圧の測定

第14図,第15図に例示した温度電圧ほ発け図のように
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2個の蛍光放電管のそれぞれ片側の 櫨を利用し,点灯

管動作時に蛍光放電管が点灯しないようにして,加速

圧8,000VのDu-Mont製単掃引高速度ブラウン管オシ

ロスコープによって観測し,写真撮影を行ったものであ

る｡A.Brownell,D.D.Hinman両氏(1i)は簡便な過渡

電圧蘭憧装置として弟18図のようなものを紹介してい

第16図 並列コソデソサ容量0･3/′Fの場

合の過渡電圧

Fig.16.TransientVoltageWaveForm

Para11el Connected

Capacity O.3FLF

Condenser

第17囲 点 灯 管 過 渡 電 圧 測 定 回 路
Fig.17.Circuit for Observing Glow Switch

Type Starter Transient Voltage

チョークコイル

第18図 点灯管過渡電圧測定回路(14)
Fig.18.Circuit of Glow Switch

Type Starter Transient-Tester(14)

るが,この方式は豆ネオンランプのグロー放電による発

光によって点灯管によって生じる過渡電圧の大きさ起動

能力などの判定を行わんとするもので,もとより,精密測

定を狙った測定器でほないが,比較試験には便利であるっ

分圧器の目盛を適当な電源をもちいて校正しておけほ過

渡電圧値の概略が直読可能となり,発光の強弱によって

点灯能力も推定できる｡実用するに当っては時間の安

をも考慮に入れ一定時間内に発生する過渡電圧を検討

することが必要である｡単に過渡 圧の点灯能力いかん

を検討するには,あらかじめ管長を若干長くするかまた

ほ,アルゴンガス圧を変化して,起動しにくくした蛍光

放電管をもちい起動試験を行うのも一法であり,これに

よれば特に性能良好なる点灯管の選別を行うことができ

る｡

〔ⅤⅠ〕寿

点灯管の

命

命は電子放出を容易にする目的で電極面に

塗布された物質および電極基体の壊散による損耗がほな

はだしくなり,内部ガスも吸着されて定格電圧における

放電開始乃至動作が困 となったときあるいは両電極が

接点部の損耗あるいはしばしば見られる舞=7図に示し

たような棒電極限元の針状損耗,そのほかの原因によつ

て溶着し離脱不能となった場合につきる｡蛍光放電管が

命到来して起動困難となった場合にも点灯管ほ依然と

して動作を反復し,しかもこの場合の動作回数は毎分数

十回にもおよぷため,この程の蛍光放電管ほ速かに坂換

えるか.取外すかしない限り,点灯管の寿命をいちじるし

く短縮する｡電極間に接続されたコンデンサほあたかも

第19図 点灯管棒電極の針状損耗

Fig.19.Needle-1ike VieⅣOf Rod-Elect-

rode of Glow Switch Type Starter

after Life Test
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点灯管動作の都度絶縁

り,過渡

験を行っているような状態とな

圧の反復印加による誘電損 の増加のため加

熱絶縁破壊し,時として収納された征のrt-コで焼損する場

合もある｡寿命到来して過渡電圧,電極予熱,そのほか

の性能の低下した点灯管を依然として使用すれば,点灯

動作の都度蛍光放電管電極の受ける

命はいちじるしく短くなる｡JIS

し,25秒閉-35秒開の反復による寿

散作用は増大し,

規格C7603に準拠

命 を点灯管につ

いて行った実例によれば,少数例ではあるが寿命は数万

回にも

のな

し,またASA C78～181にもとずき晴性物質

るす用手Tを極電たつな

■
ヽ
､

l

l 命試験(13)を行い-

この場合1分間に20～50回の動作回数,従って1日には

約3万国以上の動作を反復することになる-数日間使用

に耐えるという結果をえた｡

〔ⅤⅠⅠ〕結 言

以上点灯管の動作機能そのほかについて概要を紹介し

たが,点灯管のような冷陰極放電管は→見樺造は簡単で

あるが,製作技術の面においては,他の機器におとらず

種々復雑な問題こを含み,良好なる性能をうるた捌こは

れら個々の問題の解析検 と,それに対する設計製作上

の技術的処理が必要である｡特にここに 介した点灯管

は放電管に過渡電圧発生装置としての開閉器の機能をか

ねさせたものであり,用 が日常生酒に特に関係の深い

照明分野であるために,要求さるる性能にも特異性があ

り,その感が深い｡蛍光放電管の起動装置については,

半永久ともいうべき長寿命と即 点灯性が要求される憤

反 射 型 投 光

Re貝ector Lamp

電 球

晶

従来の投光器と組合せて使用する投光器用電球とほ別

に,反射鏡を内蔵した新型投光電球として,弟l表に示

す標準仕様のような100V-

150W,200Wの2品位があ

る｡

れら反射塾投光 球の

特長は,反射鏡を内蔵して

あるため高度の集光照明が

可能で,投光器に比し2倍

の照度がえられる｡また適

向にある｡これに対応するため,ラビッドスター†式の

ような新たな起動方式も生れ, 要伸長の傾向にある｡

しかし現実iこ普及率がもつとも高い点灯管方式の機能を

支配する点灯管についてやや立入った概念を把握してお

くことも新点灯方式理解の一一助にもなり有意義と考えて

本稿を草した｡終りに種々 御 を賜った日立製

作所【■tl欠研究所菊田所長,浜田主任研究員,種々御協力

を受けた所内各位に深く感謝の意を表する｡
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度なバルブ形状とフロスト面を有するため,ほどよい軟

かさの 中照射と配光特性がえられる点にある｡したが

って最近流行の局部照明や立体照明に最適である｡

この種の投光電球は商店におけるショーウインドの投

光照明,舞台や写真写場の集中照射,天井埋込式のダウ

ンライティングあるいは作

わめて広汎な用

場における局部照明などき

を有している｡

第1表 日 立反射塑投光電球標準仕様
Tablel.Ratings and Approximate Dimensions

Of HitachiReflector Lamps

100

100

150

200



日 立 ラ ン プ 標 準 品 種 一

覧 表
Standard Ratings of HitachiLamps

一般照明用電球(単コイル)

一般照明用電球
100,110

†/

り

l/

l′

100

け

IJ

高能率

り

30

40

50

60

75

100

40

60

100

50

75

(二重コイル)

洋梨型

II

l′

//

ll

′■

l一

り

l′

//

け

一般および工場,

…3!′:
芸3■l::

E-26

り

り

Il

I′

′-

り

l′

1-

1′

I■

110Vは社内規格
Il

J′

l■

l一

l′

社内規格
り

II

J/

//

50漕豊里Ⅰ皇軍棒

60

け

l′

70

50

60

70

60

J′

鉱山などの照明用電球(単コイル)

E~26と
■l

1051551社 内 規格

110i60
1361 70

耐振型,車輌,エ場,

12

24

■′

l′

//

■1

32

100,110

丁′

り

l■

10

5

10

20

40

60

20

40

20

40

60

100

鉱山用電球(単コイル)

前照灯用電球

投光器用電球(単コイル,硬質ガラス)

丸 型

洋梨型

丸 型

洋梨型

丸 型

洋梨型

//

反射型投光球

95

ー■

125

110

125

165

■

100VはJIS規格
110,200Vは

社内規格
//

け

l′

l■

//

†/

赤外線電球(二重コイル,硬質ガラス)

日立スーパーラビッド蛍光ランプ標準品種一覧表
Standard Ratings of HitachiSuper Rapid Fluorescent Lamps




